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２ 将来予測

（１）漁業生産及び漁業経営体数

○ 平成 17 年の本県の漁業生産を 100 とすると、平成 28 年までの 11 年間で、生産量は

36.4 ポイント、生産額は 30.6 ポイント減少

○ 一方、単価は、平成 17 年から 9.2 ポイント増加

○ 平成 25年の漁業経営体数は、平成５年から 1,952 減少しており、このままの傾向で

減少が続くと、平成 35年には 1,500 を切る可能性

○ 生産額、生産量は、このままの状態が続けば、漁業経営体の減少とも相まって、緩や

かに減少していくものと予測

図２ 漁業生産の推移（養殖を除く） 出典：農林水産統計

図３ 漁業経営体数の推移と将来予測 出典：漁業センサス
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ｙ = -475.3x + 4619.7
R2=0.9959


































































